
木曽川に面した急な谷に

 

巨大産廃処分場計画が！

ＮＰＯ法人

みたけ・５００万人の木曽川水トラスト

木曽川から見上げた小和沢全景

集落、墓、畑など、この谷の全てが産廃

 

で埋め立てられる計画だった

上空から見た小和沢

左手に丸山ダムの水面、

 

堤体の右上に小和沢

水トラスト結成までの経緯

木曽川流域圏

長野，岐阜、愛知を貫

 

流して伊勢湾に至る。

 

下流域５００万市民の

 

生命の川（ライフライ

 

ン）である。

　岐阜県御嵩町の木曽川に面した急な谷、小和沢

 

に100万トンの産業廃棄物を埋めようという計画が

 

持ち上がったのは1995年ごろのことだった。その

 

下流には愛知用水や名古屋市水道など、500万

 

市民の飲み水の取水口がある。

　業者の札束攻勢（年間予算50数億円の町に２０

 

数億円！）。過疎と農林業不振、高齢化に苦しむ

 

上流域の足元を見て廃棄物は川を遡るのである。

　柳川喜郎さんが町長に当選。処分場推進の岐阜

 

県知事宛に歴史に残る名文「疑問と懸念」を送り、

 

処分場の許可に待ったをかけた。

　その柳川さんが暴漢に襲われて瀕死の重症。御

 

嵩町民は産廃問題に関しては全国初の住民投票

 

によって処分場反対の意思を明確に表明した。こ

 

の結果はその後の廃棄物処理法の全面改正をう

 

ながす画期的なものとなった。

　多くの町民は、下流域500万市民の飲み水の安

 

全を心配して反対票を投じたのである。しかし、御

 

嵩町民自身は木曽川の水は飲んでいない。遠く飛

 

騨川から引いた高価な水を飲んでるのである。水

 

道料金はなんと名古屋市の2倍強！水利権の矛

 

盾であり、生存の基本である飲み水に独立採算制

 

をしく水道行政がもたらした不条理でもある。

　名古屋を含む下流域に住む多くの市民はこのこ

 

とに気がつかないままに、「安全でおいしく、かつ

 

安価な」木曽川の水を享受している。

　この事件で私たちは「上流を見るまなざし」を獲

 

得した。上下流域間の交流と、上流域をサポート

 

する仕組みづくりを目指して活動を始めた。

川を遡る廃棄物

工業出荷額日本一を30年間

 

続ける愛知県で発生した産

 

業廃棄物は岐阜県や三重県

 

に運ばれる。法人事業税は

 

下流の愛知県へ、廃棄物だ

 

けが上流の過疎地帯へ。こ

 

れは不条理だ。

御嵩町民は下流域500万市民の

 

飲み水の安全を心配して歴史的

 

な決断をしてくれた

水道料金の不公平！

1ヶ月20トンとして、御嵩町

 

4600円、名古屋市2200円
柳川町長「官庁

 

に上下はない」小さな町に札束攻勢



みたけ・500万人の木曽川水トラスト連絡先：

〒456-0034名古屋市熱田区伝馬2-28-14　「働く人の家」気付

http://homepage3.nifty.com/mitake/

E-mail: mitake500npo@yahoo.co.jp

これまで支援いただいた以下の

 

方々、団体、企業に感謝します

たくさんの市民、セブンイレブン緑の基

 

金、リコー中部販売、日本財団、連合、

 

国土緑化推進機構・緑の募金

トラストの森を購入
　場所は処分場予定地に近い里山、周

 

辺の民有林の間伐を開始した。間伐材

 

で作業小屋を建設。材木市場への試験

 

出荷も行った。

　上下流域交流の森として、森のコンサー

 

ト、素人のための木こり塾、山菜を食べ

 

る「春を味わう」などのイベントも随時開

 

催。

水トラストの山仕事は毎月第2 
土曜日とそれに続く日曜日！

御嵩町中公民館午前10時集合、夜

 

は現地公民館宿泊、囲炉裏を囲ん

 

での語らいも楽しい

各種助成金を頂き、チェンソー5台

 

体制となり、1日に50年生のヒノキを

 

100～150本間伐できるようになっ

 

た。危険な仕事だからあわてず無

 

理せず。自慢は、10年間無事故で

 

ある。

木曽川流域圏協働体をめざして

「水源の森・みた

 

け」のスタート

浄財を集めた

 

リーフレット

間伐は緊張する作業だ

「素人のための木こり塾」参加者

御嵩町町有林整備活動開始

協定書調印式

柳川町長とトラスト

 

副代表

　2006年から御嵩町と協定を結び、

 

3haの町有林の間伐・枝打ちを始め

 

た。

第2回木曽川流域圏シンポジウム開催

御嵩町、

 

日進市、

 

加子母村、

 

多治見市、

 

犬山市の5 
首長の

参加を得て、開催。

 

後に中部水道企業

 

団の水源基金設立

 

の契機のひとつとなっ

 

た。

中部水道企業団

 

水源基金リーフ

 

レットから

第3回流域圏シンポジウムを本年8月30日に開催

 

するべく準備会が始まりました！

焼印を押し

 

た間伐材

 

グッズ：環

 

境フェアで

 

好評だった

豪華な野草料理

シイタケ

 

の菌打ち

 

作業
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